
 2016.02.22 （月）　晴のち曇り和歌山　南部梅林バスツアー

 和歌山　南部梅林バズツアーに出かけた　暖かくてとても良かった
それにしても　ここの地域の梅林の広さは想像以上だった
町のあちこちに梅の木があり、山という山、畑という畑　梅の木だらけといっても過言ではない
さすが日本一の梅どころだ。　５～６年前綾部山梅林に行ったことがあるが、　その比ではない
昼食は「クエ・マグロ・梅真鯛」等の御馳走で大満足だった。それ以上に特記しなくてはならな
いのは昼食後に訪れたイチゴ栽培農園で食したイチゴ。大きくて、真っ赤で、とても甘い。
特大サイズのものを選んで食した、８０％以上が親指と中指をまるめ大きさの倍くらいあった
どれくらい食べれるのか数えた。１０～１５分間ほどで５６個を超えた。胃がビックリしたみたい
緑が丘を８：１０分に出て、帰ってきたのが１９：１０分頃。ちょうど１１時間、今年2016年初の
バスツアーだった。駅までの往復、梅林での散策（Bコース）、うめ干加工工場やあんちん清姫
の道成寺見学等で万歩計は15,000歩～16,000歩カウントされていた。



南部梅林

三木市



順路(Bコース） 

南部梅林マップ 散策コース





岸和田 SA

上りSA



山門

山門

本堂本堂

紀州道成寺

こんなに大きな槇の木

初めて見た



紀州道成寺

三重塔護摩堂

こんなに大きく
たくさんの

ヤドリギ
初めて見た

こんなに大きな槇の木

初めて見た



紀州道成寺

山門

三重塔三重塔

三重塔

本堂

本堂



安珍・清姫のなれそめ

清姫の怒り

安珍の最期

ウｲキペディア　より安珍・清姫　伝説の内容

安珍・清姫伝説（あんちんきよひめでんせつ）とは、紀州道成寺にまつわる伝説
のこと。思いを寄せた僧の安珍に裏切られた少女の清姫が激怒のあまり蛇に変
化し、道成寺で鐘ごと安珍を焼き殺すことを内容としている。

時は醍醐天皇の御代、延長6年（928年）夏の頃である。奥州白河より熊野に参
詣に来た僧がいた。この僧（安珍）は大変な美形であった。紀伊国牟婁郡（現在
の和歌山県田辺市中辺路：熊野街道沿い）真砂の庄司清次の娘（清姫）は宿を
借りた安珍を見て一目惚れ、女だてらに夜這いをかけて迫る。安珍は参拝中の
身としてはそのように迫られても困る、帰りにはきっと立ち寄るからと騙して、参
拝後は立ち寄ることなくさっさと行ってしまった。

騙されたことを知った清姫は怒り、裸足で追跡、道成寺までの道の途中（上野の
里）で追い付く。安珍は再会を喜ぶどころか別人だと嘘に嘘を重ね、更には熊野
権現に助けを求め清姫を金縛りにした隙に逃げ出そうとする始末である。ここに
至り清姫の怒りは天を衝き、遂に蛇身に化け安珍を追跡する。

日高川を渡り道成寺に逃げ込んだ安珍を追うものは、火を吹きつつ川を自力で
渡る蛇の姿である。渡し守に「追っ手を渡さないでくれ」と頼んでもこれでは無意
味であった。よんどころなく、梵鐘を下ろしてもらいその中に逃げ込む安珍。しか
し清姫は許さず鐘に巻き付く。因果応報、哀れ安珍は鐘の中で焼き殺されてし
まうのであった。安珍を滅ぼした後、清姫は蛇の姿のまま入水する。
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いちご 栽培園 できるだけ、特大サイズ、赤いのを選んで・・・ ５６個いただいた、胃もびっくりしたのでは　？
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うめぼし館

梅 生産量 1.和歌山県
2.群 馬 県

梅、うめ干、作り方・・・　　　の話
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